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近
畿
大
学
教
授

畝
川
憲
之

地
理
的
な
ハ
ン
デ
で
産
業
振
興
が
難
し
い
太
平
洋
島
嶼
国
。

こ
の
地
域
で
も
中
国
の
影
響
力
拡
大
が
み
ら
れ
る
中
、

島
嶼
国
は
債
務
の
罠
を
回
避
し
、主
権
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
制
度
の
整
備
へ
の
協
力
を
通
し
て
、

持
続
可
能
な
開
発
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

せ
が
わ　

の
り
ゆ
き　

シ
ド
ニ
ー
大
学
大
学

院
政
治
学
・
国
際
関
係
研
究
科
博
士
課
程

修
了
（
国
際
政
治Ph.D

.

）。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
、
大

阪
学
院
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。

第
七
、八
、九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
へ
向

け
た
有
識
者
会
合
の
委
員
。
著
書
に
『
太

平
洋
島
嶼
地
域
に
お
け
る
国
際
秩
序
の
変

容
と
再
構
築
』
な
ど
。

第
九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

太
平
洋
島
嶼
国
の
課
題
と

日
本
の
貢
献

7月2日、第９回太平洋・島サミッ
トで発言する菅首相（時事）
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七
月
二
日
、
第
九
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
三

重
県
志
摩
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
テ
レ
ビ
会
議
方
式
に
よ
る
実
施
と
な
っ

た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
日
本
、
太
平
洋
島
嶼
一
四
ヵ
国
（
ツ
バ
ル
、

ク
ッ
ク
、
フ
ィ
ジ
ー
、
キ
リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、

ナ
ウ
ル
、
ニ
ウ
エ
、
パ
ラ
オ
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
サ
モ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
、
ト
ン
ガ
、
バ
ヌ
ア
ツ
）、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
加
え
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
二
地
域
を
含

む
一
九
の
国
・
地
域
の
首
脳
な
ど
が
参
加
し
た
。
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
と
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
地
域
協
力
機
構
で
あ
る
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
加
盟
す
る
一
六
の
国
お
よ
び
二
つ
の
地

域
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る
、
日
本
が
三
年
に
一
度
主
催
す
る
国
際

会
議
で
あ
る
。

島
嶼
国
と
密
接
な
関
係
を
つ
く
っ
て
き
た
日
本
外
交

　

日
本
の
戦
後
の
本
格
的
な
対
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
は
、
一
九
八
七

年
に
フ
ィ
ジ
ー
を
訪
問
し
た
倉
成
正
外
相
が
発
表
し
た
「
倉
成
ド
ク

ト
リ
ン
」
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
は
、「
独
立
性
・
自
主
性
の
尊
重
」

「
地
域
協
力
へ
の
支
援
」「
政
治
的
安
定
の
確
保
」「
経
済
協
力
の
拡

大
」「
人
的
交
流
の
促
進
」
の
五
原
則
か
ら
な
り
、
対
島
嶼
国
外
交

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
倉
成
ド
ク
ト
リ
ン
に
基
づ
き
、
八
九
年
以

降
、
日
本
は
Ｐ
Ｉ
Ｆ
域
外
国
対
話
に
副
大
臣
級
の
代
表
を
毎
年
派
遣

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
島
嶼
国
と
の
関
係
拡
大
へ
向
け
、
九
七
年
に

第
一
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
九
回
目
と
な

る
。
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
国
家
建
設
お
よ
び
開
発
に

関
す
る
課
題
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
す

る
場
で
あ
り
、日
本
の
対
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
は
、
日
本
に
と
っ
て
水
産
資
源
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
の
供
給
地
で
あ
り
、
ま
た
資
源
の
海
上
輸
送
路
に

位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
場
裏
に
お
い
て
日
本
の
立
場
を
支

持
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
と
っ
て
、
島

嶼
国
と
の
協
力
・
信
頼
関
係
の
構
築
、
拡
大
は
不
可
欠
で
あ
り
、
四

半
世
紀
に
わ
た
る
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
の
継
続
的
な
実
施
が
友
好

関
係
の
促
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
第
五
回
サ
ミ
ッ

ト
（
二
〇
〇
九
年
）
以
降
実
施
さ
れ
て
い
る
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

中
間
閣
僚
会
合
、
一
五
年
よ
り
国
連
総
会
開
催
中
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
行
わ
れ
て
い
る
首
脳
会
談
な
ど
を
通
し
て
、
島
嶼
国
と
の
関
係
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
日
本
は
、
島
嶼
国
の
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
示
す

「
太
平
洋
キ
ズ
ナ
政
策
」
を
発
表
し
、
さ
ら
な
る
関
係
強
化
の
姿
勢

を
示
し
た
。
ま
た
、
今
後
三
年
間
の
協
力
の
柱
と
し
て
、
①
新
型
コ
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ロ
ナ
対
策
、
②
海
洋
安
全
保
障
、
③
気
候
変
動
・
防
災
、
④
持
続
可

能
な
経
済
開
発
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
）、
⑤
人
材
育
成
・
交
流

か
ら
な
る
五
つ
の
重
点
分
野
を
示
す
と
と
も
に
、
具
体
的
な
協
力
の

方
向
性
を
示
す
共
同
行
動
計
画
を
発
表
し
た
。

　

今
後
三
年
間
、
こ
れ
ら
の
重
点
分
野
、
共
同
行
動
計
画
を
も
と
に

実
施
さ
れ
る
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
島
嶼
国
の
国
家
建
設
お
よ
び
開

発
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論

で
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
が
抱
え
る
核
心
的
な
課
題
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
、
経
済
開
発
と
主
権
保
持
の
二
つ
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
日

本
の
対
島
嶼
国
援
助
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

か
、
考
え
る
糸
口
を
示
す
。

持
続
可
能
な
産
業
開
発
へ
向
け
て

　

太
平
洋
島
嶼
国
は
、
独
立
以
降
、
国
内
産
業
と
り
わ
け
輸
出
産
業

の
開
発
、
そ
し
て
経
済
自
立
の
達
成
へ
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
狭
隘

性
、
拡
散
性
、
遠
隔
性
と
い
っ
た
地
理
的
不
利
条
件
に
よ
り
、
産
業

の
大
き
な
発
展
は
見
ら
れ
ず
、
経
済
自
立
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
々
（
と
り
わ
け
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
国
々
）
の
経
済
構
造
は
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済—

—

移
住

（M
igration

）、
送
金
（Rem

ittance

）、
援
助
（A

id

）、
官
僚
機

構
（Bureaucracy

）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
、
海
外
移
住
者

か
ら
の
送
金
と
開
発
援
助
が
経
済
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

そ
し
て
産
業
開
発
が
進
ま
な
い
国
々
に
お
い
て
、
政
府
が
最
大
の
雇

用
主
と
な
っ
て
い
る—

—

と
表
現
さ
れ
、
送
金
と
援
助
に
依
存
す

る
体
質
か
ら
脱
却
で
き
ず
に
い
る
。

　

外
務
省
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
第
三
者
評
価
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
地
域
国
別
分

析
ペ
ー
パ
ー
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
フ
ィ
ジ
ー
を
除
く
小
島

嶼
国
に
と
っ
て
経
済
自
立
の
達
成
は
容
易
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
研
究
者
の
間
で
も
、
島
嶼
国
の
産
業
開
発
は
期
待
で
き

な
い
と
い
う
意
見
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
産
業
開
発

の
成
功
事
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
が
深
く
関
係
す

る
事
例
で
見
る
と
、
ト
ン
ガ
の
か
ぼ
ち
ゃ
輸
出
、
パ
ラ
オ
の
観
光
開

発
な
ど
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ト
ン
ガ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
日
本
の
端
境
期
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
生
産
、
輸
出
が
開
始
さ
れ
た
。
全
盛
期
に
は
、

か
ぼ
ち
ゃ
輸
出
が
ト
ン
ガ
の
総
輸
出
額
の
約
四
〇
〜
四
五
％
を
占
め

て
お
り
、
ま
た
全
就
労
人
口
の
約
二
〇
％
が
同
産
業
に
従
事
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
か
ぼ
ち
ゃ
産
業
は
ト
ン
ガ
経
済
を
牽
引
し
て
お

り
、
経
済
自
立
の
達
成
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
六
年
よ
り
同
産
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。
こ
れ

に
は
、
日
本
・
メ
キ
シ
コ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
締
結
に
原
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因
を
求
め
る
分
析
も
あ
る
が
、
ト
ン
ガ
国
内
の
産
業
育
成
に
関
わ
る

構
造
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
主
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
ン
ガ
に
は
輸
出
量
や
輸
出
業
者
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
度
が

な
く
、
こ
れ
が
過
剰
輸
出
や
輸
出
業
者
の
乱
立
、
取
引
価
格
の
下
落

を
引
き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て
衰
退
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。

　

パ
ラ
オ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
な
か
ば
に
日
本
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
観
光
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
観
光
業
は
同
国
の
主
要
産
業
に

成
長
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
パ
ラ
オ
の
観
光
開

発
の
成
功
要
因
に
は
、
日
本
の
協
力
を
得
な
が
ら
パ
ラ
オ
政
府
が
、

観
光
業
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
な
戦
略—

—

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
観

光
資
源
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
・
維
持
、
旅
行
客
の

満
足
度
の
維
持
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど—

—
を
策
定
し
、
そ
の

戦
略
の
管
理
、
運
営
を
う
ま
く
行
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
が
成
功
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
、
九
〇
年
代
末
頃
に
衰
退
し
た
サ

イ
パ
ン
の
観
光
業
と
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
サ
イ
パ
ン
の

観
光
業
の
衰
退
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
観
光
開

発
を
考
え
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
客
を
取
る
と
い
っ
た
、
目
先
の

利
益
を
優
先
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、太
平
洋
島
嶼
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
産
業
開
発
に
は
、

制
度
・
構
造
の
整
備
や
戦
略
の
形
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ

し
、
制
度
や
戦
略
を
作
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
長
期
的
な
視

野
に
立
ち
制
度
や
戦
略
を
運
用
す
る
人
材
の
育
成
も
急
務
で
あ
る
。

影
響
力
を
拡
大
す
る
中
国

　

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
米
国
と
日
本
は
、
太
平
洋
島
嶼
地

域
に
お
け
る
伝
統
的
ド
ナ
ー
国
と
し
て
、
同
地
域
に
お
い
て
独
占
的

な
影
響
力
を
保
持
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
中
国
が
同

地
域
へ
の
援
助
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
影
響
力
も

拡
大
し
て
き
て
い
る
。
中
国
の
援
助
拡
大
は
、
二
〇
〇
六
年
頃
よ
り

本
格
的
に
始
ま
り
、そ
の
後
一
三
年
頃
よ
り
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
。

中
国
の
一
〇
年
の
対
島
嶼
国
援
助
額
は
約
一
億
一
六
〇
〇
万
米
ド
ル

で
、豪
州
、日
本
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、米
国
に
次
ぐ
第
五
位
で
あ
っ

た
が
、
一
五
年
以
降
約
二
億
五
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
前
後
の
援
助
を
行

い
、
豪
州
に
次
ぐ
第
二
の
援
助
国
（
一
八
年
は
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
次
い
で
第
三
位
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
年
以
降
の
日
本

の
援
助
額
は
、
約
一
億
三
〇
〇
〇
万
米
ド
ル
か
ら
二
億
二
〇
〇
〇
万

米
ド
ル
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。こ
う
し
た
中
国
の
影
響
力
拡
大
は
、

太
平
洋
島
嶼
地
域
の
地
政
学
を
複
雑
化
さ
せ
、
伝
統
的
ド
ナ
ー
国
と

中
国
と
の
主
導
権
争
い
、
そ
し
て
地
域
秩
序
の
変
容
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。

　

日
本
を
含
め
た
伝
統
的
ド
ナ
ー
国
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
援
助
拡

大
の
動
き
を
中
国
脅
威
論
の
中
で
論
じ
て
い
る
。
独
占
的
影
響
力
を



外交 Vol.68 Jul./Aug. 2021 126

持
つ
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
構
図
が
崩
れ
、
戦
略
上
の
優
位
性
も
失

い
つ
つ
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
中
国
を
脅
威
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、日
本
は「
太

平
洋
島
嶼
地
域
は
権
威
主
義
と
の
競
争
に
直
面
し
て
い
る
」と
述
べ
、

中
国
の
影
響
力
拡
大
を
牽
制
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
中
国
の
進
出
を
「
脅
威
」
で
は
な

く
「
機
会
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
中
国
の
登
場
は
、新
た
な
ド
ナ
ー

の
出
現
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
米

国
は
、
中
国
へ
の
対
抗
策
と
し
て
援
助
の
拡
大
を
中
心
に
島
嶼
国
と

の
関
係
強
化
に
動
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
登
場
は
、
島
嶼
国

に
と
っ
て
大
き
な
経
済
的
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
中
国
の
登
場
は
、
こ
れ
ま
で
「
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
の
湖
」
と

呼
ば
れ
、豪
州
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、米
国
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ

た
状
態
か
ら
脱
し
、
独
立
国
と
し
て
の
主
体
的
な
外
交
を
可
能
に
す

る
政
治
的
機
会
で
も
あ
る
。
テ
イ
ラ
ー
Ｐ
Ｉ
Ｆ
前
事
務
局
長
は
、「
域

外
大
国
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
島
嶼
国
自
身
で
方
向
性

を
決
め
る
」と
い
う
主
権
保
持
の
考
え
を
繰
り
返
し
主
張
し
て
お
り
、

ま
さ
に
そ
の
目
標
へ
向
け
て
の
環
境
が
提
供
さ
れ
た
と
い
え
る
。

主
体
性
を
持
っ
た
外
交
の
展
開
に
向
け
て

　

彼
ら
に
と
っ
て
、
中
国
の
登
場
が
「
機
会
」
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、「
脅
威
」
と
な
る
可
能
性
を
無
視
す
る
べ
き
で
は
な

い
。
中
国
は
、
島
嶼
国
へ
の
援
助
拡
大
を
「
南
南
協
力
で
あ
り
、
影

響
力
拡
大
の
意
図
は
な
い
」
と
述
べ
、
中
国
脅
威
論
を
否
定
し
て
い

る
。
一
方
で
、
直
接
的
証
拠
は
な
い
が
、
中
国
が
太
平
洋
島
嶼
国
に

債
務
の
罠—

—

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
（
受
け
手
）
の
主
権
喪
失
に
つ
な

が
る—

—

を
仕
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
間
接
的
証
拠

が
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
提
示
さ
れ
て
お
り
、
中
国
脅
威
論
を
完
全
に

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

島
嶼
国
は
、
自
ら
が
目
指
す
主
体
性
を
持
っ
た
外
交
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、債
務
の
罠
に
陥
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、

彼
ら
は
債
務
の
罠
に
陥
り
や
す
い
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
。

　

サ
モ
ア
、
ト
ン
ガ
、
バ
ヌ
ア
ツ
で
は
、
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
約

五
〇
％
に
上
り
、
ま
た
対
外
債
務
が
債
務
の
八
〇
％
以
上
を
占
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
ヵ
国
の
対
外
債
務
に
占
め
る
中
国
債
務

の
比
率
は
約
五
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
援
助
は
、
こ

れ
ら
の
国
々
が
債
務
不
履
行
に
陥
る
可
能
性
を
高
め
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
島
嶼
国
へ
の
中
国
援
助
は
、
彼
ら
が
債
務
不
履
行
に

陥
る
こ
と
を
見
越
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
う
し
た
債
務
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
問
題
は
、
一
方
的
に

ド
ナ
ー
側
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ロ
ー
ン
援
助
を
受
け
る

か
ど
う
か
、
そ
の
金
額
の
決
定
権
を
持
つ
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
側
に
も
そ
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の
責
任
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
バ
ヌ
ア
ツ
の
援
助
を
め
ぐ
る
交
渉
、
検
討
、
承
認
の
過

程
は
、官
僚
を
除
外
し
た
政
治
家
主
導
で
行
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

中
国
援
助
に
関
し
て
は
、
中
国
の
建
設
会
社
が
イ
ン
フ
ラ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
バ
ヌ
ア
ツ
の
担
当
大
臣
な
ど
に
直
接
示
し
、
非
公
式
な

が
ら
承
認
を
得
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
債
務
の

持
続
可
能
性
や
援
助
の
優
先
分
野
な
ど
に
関
し
て
綿
密
な
検
討
が
行

わ
れ
る
こ
と
な
く
、援
助
の
受
け
入
れ
が
決
定
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

援
助
の
決
定
は
、
決
定
権
を
持
つ
政
治
家
の
選
挙
区
に
利
益
を
も
た

ら
す
か
ど
う
か
が
重
要
と
さ
れ
、
国
益
や
長
期
的
利
益
よ
り
、
個
人

的
か
つ
短
期
的
利
益
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　

つ
ま
り
、
債
務
の
罠
を
回
避
し
、
主
権
を
保
持
す
る
に
は
、
債
務

の
持
続
可
能
性
を
精
査
す
る
厳
格
な
制
度
の
形
成
、
そ
し
て
制
度
の

管
理
、
運
営
を
確
実
に
行
う
人
材
の
育
成
が
重
要
と
な
る
。

日
本
の
取
り
組
み
へ
の
期
待

　

こ
う
し
た
制
度
の
未
整
備
や
人
材
不
足
の
課
題
は
、
経
済
開
発
や

援
助
決
定
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
仙
台
防
災
枠
組
（
二
〇
一
五
年
）
で
目
標
と
さ
れ
た
防
災
戦

略
の
策
定
は
フ
ィ
ジ
ー
を
除
く
島
嶼
国
に
お
い
て
手
付
か
ず
で
あ

り
、
ま
た
海
洋
環
境
の
保
全
を
目
指
す
海
洋
保
護
区
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
地
域
を
除
く
多
く
の
国
々
で
未
設
定
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
海

底
鉱
物
資
源
開
発
に
関
す
る
法
、
そ
れ
に
付
随
す
る
環
境
へ
の
影
響

評
価
基
準
な
ど
も
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
で
は
数
ヵ

国
の
事
例
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
制
度
と
人
材
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
す
べ
て
の
太
平
洋
島
嶼
国
が
独
立
時
か
ら
抱
え
る
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
国
家
建
設
お
よ
び
開
発
の
根
本
的
か
つ
核
心
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
日
本
が
支
援
を
行
う
五
つ
の
重
点

分
野
、
共
同
行
動
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
枠
組
み
の
中
で
、
制

度
の
整
備
、
人
材
育
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
今
後
三
年
間
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が

得
ら
れ
る
の
か
、
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
論
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
へ
向

け
た
日
本
の
取
組
み
が
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
す
る
、
国
家
建
設
お

よ
び
開
発
に
貢
献
す
る
に
は
、
島
嶼
国
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
、
開
発

優
先
分
野
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
諸
事
情
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
相
互
訪
問
の
拡
大

を
は
じ
め
と
す
る
対
話
の
促
進
の
実
現
、
そ
し
て
イ
コ
ー
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
の
姿
勢
に
も
と
づ
く
相
互
理
解
の
さ
ら
な
る
深
化
が
期
待
さ

れ
る
。
●




